






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































河内 枚岡 枚岡 官大
和泉 大鳥 大鳥 官大
摂津 住吉大社 住吉大社、生国魂、廣田 官大
伊賀 敢国 敢国 国中
東海道 伊勢 椿大、都波岐、名加等 なし なし なし
志摩 伊雑宮、伊射波 なし なし なし
尾張 真清田 熱田 官大
真清田 国小（明治十八年）
三河 砥鹿 砥鹿 国小
遠江 小国、事任八幡大社 角避彦　　　　，り曾曾，P， 国中（明治十八年除列）噂，，
9曾曾曾辱 小国 国小（明治六年）
駿河 浅間 浅間 国大
伊豆 三島 三島 官大
甲斐 浅間 浅間 国中
相模 寒川 鎌倉宮（官小）＋寒川　　　　　　　， 寒川　，，，P 国中，り，，
鎌倉宮 官中（明治六年）
武蔵 氷川 氷川 官大
安房 安房 安房 官大
上総 玉前 玉前 国中
下総 香取神宮 香取神宮 官大
常陸 鹿島神宮 鹿島神宮 官大
東山道 近江 建部 旦吉．．　，．．　． 官大曹曾9曾曾曾曾曾．，曾，
9曽曾 建部 官中（明治十八年）
美濃 南宮 南宮 国中
飛騨 水無 水無 国小
信濃 諏訪大社 諏訪大社 国中
上野 貫前 貫前 国中
下野 二荒山 二荒山 国中
陸奥 都々古別
（陸奥） （未定） 岩木山 国小（明治六年）
（陸中） 駒形 駒形 国小
（陸前） 志波彦 志波彦 国中
（磐城） 都々古別 都々古別 国中（明治六年）
（岩代） 刈田嶺 伊佐須美 国中（明治六年）
出羽 大物忌
（羽前） 出羽 出羽 国小（明治六年）
（羽後） 大物忌 大物忌 国中
北陸道 若狭 若狭彦 若狭彦 国中
越前 気比 気比 国中
加賀 白山比嘩 白山比曄 国小
能登 気多 気多 国中
越中 高瀬 射水 国中
越後 弥彦 弥彦 国中
佐渡 度津 度津 国小
9　　札幌神社の形成過程
山陰道 丹波 出雲 出雲 国中
丹後 籠 籠 国中
但馬 出石、栗鹿 出石 国中
因幡 宇倍 宇倍 国中
伯書 倭文 大神山 国小
出雲 出雲大社 杵築（出雲）大社 出雲大社 官大　　　　　　　9
　　，9曾F野 　　，葬?@　　　　　　　9曾
　　9曾，曾，卲芻 　　　　噛，聡ｬ
石見 物部 物部 国小
隠岐 水若酢、由良姫 由良姫 水若酢 国中
山陽道 播磨 伊和 海 海 国中　　　　　　　曾
　■・曾ﾉ和
　　曹．，聡ｬ（明治十八年）
美作 中山 中山 国中
備前 吉備津彦 安仁 国中
備中 吉備津 吉備津 国中
備後 吉備津 須佐男 沼名前 国小
安芸 厳島 厳島 国中
周防 玉祖 玉祖 国小
長門 住吉 住吉 国中




淡路 伊弊諾 伊鼻諾 国中







伊予 大山祇 大山祇 国中
土佐 土佐 土佐 国中








筑後 高良 高良 国中




豊後 西寒多 西寒多 国中
肥前 河上 田島 国中
肥後 阿蘇 阿蘇 国中
日向 都農 都農 国中
大隅 鹿児島 鹿児島 国中
薩摩 枚聞、新田八幡宮 枚聞 国小
壱岐 天手長男 住吉 国中
対馬 海神 海神 国中
その他 （石狩） なし 札幌 国小（→翌年官小）
（渡島） なし 函館八幡宮 国小（明治十年）









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































本籍人口 居住者数 移民数 本籍人口 居住者数 移民数
明治2年 48867 58467 1972 明治17年 204174 276414 4656
明治3年 52934 66618 3685 明治18年 215298 286941 10359
明治4年 8　71930 89901 8598 明治19年 225958 303746 9609
明治5年 88424 111196 13784 明治20年 239612 321118 9038
明治6年 143941 171491 11353 明治21年 254524 354821 8586
明治7年 146291 179688 1955 明治22年 269934 388142 13118
明治8年 149545 183630 4656 明治23年 293371 427128 15393
明治9年 153338 188602 3833 明治24年 313767 469088 15738
明治10年 155145 191172 2577 明治25年 340026 509609 42708
明治11年 158575 205643 4480 明治26年 378751 559959 49047
明治12年 163481 219466 4034 明治27年 422889 616650 55259
明治13年 168243 223290 3604 明治28年 469172 678215 59671
明治14年 178182 240391 8700 明治29年 508491 715172 50396
明治15年 183896 239632 5539 明治30年 509793 786211 64350



















明治20～24年 明治25～29年 明治30～34年 合計
石狩国 人口 21798 71103 77869 170770
％ 35．2 27．7 28．7 28．9
胆振国 人口 3420 14886 16639 34945
％ 5．5 5．8 6．1 5．9
渡島国 人口 13454 66151 49676 129281
％ 21．7 25．7 18．3 21．8
北見国 人口 1264 20306 28636 50206
％ 2 7．9 10．5 r　8．5
釧路国 人口 3722 4432 6356 14510
％ 6 1．7 2．3 2．4
後志国 人口 12504 55491 49906 117901
％ 20．2 21．6 18．4 19．9
千島国 人口 106 2612 2587 5305
％ 0．2 1 1 0．8
天塩国 人口 1676 6119 13511 21306
％ 2．7 2．4 5 3．6
十勝国 人口 88 3361 17856 21305
％ 0．1 1．3 6．6 3．6
根室国 人口 2888 7102 3253 13243
％ 4．7 2．8 1．2 2．2
日高国 人口 952 5518 5267 11737
％ 1．5 2．2 1．9 1．9
合計 人口 61872 257081 271556 590509
『新撰北海道史」第七巻の「来住者到達国別戸口表」（一五三～一五七頁）より作成
※表2に示したように、道庁による移民数の統計基準が明治24年以前と明治25年以降で異
　なるため、明治20年から5年毎に割合を算出することとし、統計内容の統一を図った
14
札幌神社の形成過程15
名
目
的
な
位
置
付
け
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
を
誇
示
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
以
前
の
願
い
出
と
は
異
な
り
、
こ
こ
で
は
「
新
移
増
殖
」
と
い
う
新
た
な
実
態
が
、
昇
格
に
向
け
た
主
な
動
機
と
な
っ
て
い
る
。
「
極
メ
テ
少
数
ノ
人
員
」
で
あ
っ
た
明
治
初
期
に
比
べ
、
白
野
が
「
移
住
烏
合
ノ
人
心
ハ
平
生
敬
神
ノ
念
慮
甚
冷
淡
」
と
述
べ
た
明
治
二
十
六
年
の
時
点
に
お
け
る
北
海
道
は
、
「
新
移
増
殖
」
に
よ
り
、
「
多
数
ノ
人
民
」
を
有
す
る
地
へ
と
変
化
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
、
「
厚
キ
御
趣
意
ノ
所
在
」
を
「
全
道
ノ
移
民
二
貫
徹
」
さ
せ
る
、
と
い
う
昇
格
の
名
目
を
よ
り
明
確
化
さ
せ
、
自
ら
の
主
張
を
正
統
化
す
る
論
理
と
し
て
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
願
い
出
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
十
一
月
二
十
七
日
に
官
幣
中
社
昇
格
が
達
せ
ら
れ
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
四
）
一
月
十
四
日
に
は
昇
格
に
あ
た
っ
て
の
奉
告
祭
が
行
わ
れ
た
。
　
中
社
昇
格
に
続
い
て
、
白
野
は
明
治
三
十
年
に
官
幣
大
社
「
昇
格
願
」
を
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）
務
大
臣
樺
山
資
紀
へ
提
出
す
る
。
「
官
幣
大
社
へ
昇
格
奉
願
候
」
と
説
い
た
、
九
月
二
十
九
日
付
の
「
昇
格
願
」
に
は
、
明
治
二
十
六
年
の
「
社
格
等
昇
願
書
」
提
出
直
前
に
お
い
て
、
白
野
が
当
初
、
官
幣
中
社
で
な
く
官
幣
大
社
昇
格
を
願
い
出
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
（
前
略
）
同
年
九
月
官
幣
小
社
ヨ
リ
同
大
社
二
昇
格
ノ
願
書
北
海
道
庁
ヲ
　
　
経
由
シ
、
御
本
省
へ
出
願
同
十
一
月
ヲ
以
テ
、
社
寺
局
へ
出
頭
小
社
ヨ
リ
　
　
直
二
大
社
昇
格
出
願
ノ
理
由
詳
細
陳
上
仕
候
、
当
時
阿
部
社
　
寺
局
長
ノ
　
　
日
未
開
北
海
道
ノ
事
ハ
諸
事
格
別
ト
ハ
謂
へ
、
且
仮
令
大
社
タ
ル
ヘ
キ
資
　
　
格
ハ
有
之
候
得
共
、
越
階
ノ
事
ハ
自
然
御
詮
議
上
ニ
モ
難
渋
相
渉
ル
ヘ
ク
、
　
　
先
以
テ
此
回
ノ
儀
ハ
順
次
二
随
ヒ
中
社
出
願
ノ
方
可
然
懇
篤
ノ
説
諭
二
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）
　
　
リ
、
更
二
中
社
二
奉
願
仕
候
（
後
略
）
　
明
治
二
十
六
年
九
月
に
白
野
が
提
出
し
た
「
同
大
社
二
昇
格
ノ
願
書
」
は
北
海
道
庁
か
ら
内
務
省
へ
到
達
し
て
い
た
も
の
の
、
十
一
月
に
同
省
社
寺
局
へ
出
頭
し
た
際
、
社
寺
局
長
の
阿
部
な
る
人
物
か
ら
中
社
昇
格
を
願
い
出
る
よ
う
に
指
導
が
な
さ
れ
て
い
た
。
阿
部
の
発
言
に
は
、
当
時
の
北
海
道
と
札
幌
神
社
に
対
す
る
認
識
が
み
ら
れ
る
。
ま
ず
北
海
道
に
つ
い
て
は
、
「
未
開
」
で
あ
る
た
め
、
「
諸
事
格
別
」
の
処
置
が
必
要
な
土
地
、
と
い
う
認
識
を
示
し
た
。
そ
し
て
札
幌
神
社
の
昇
格
に
関
し
て
は
、
「
仮
令
大
社
タ
ル
ヘ
キ
資
格
ハ
有
之
候
得
共
、
越
階
ノ
事
ハ
自
然
御
詮
議
上
ニ
モ
難
渋
相
渉
ル
ヘ
ク
」
と
述
べ
、
ま
ず
は
中
社
昇
格
か
ら
取
り
組
む
べ
き
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
阿
部
が
問
題
と
し
た
の
は
、
官
幣
小
社
か
ら
官
幣
大
へ
の
昇
格
に
よ
っ
て
生
じ
る
「
越
階
」
で
あ
り
、
札
幌
神
社
が
官
幣
大
社
と
し
て
の
資
格
を
有
す
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
「
仮
令
大
社
タ
ル
ヘ
キ
資
格
ハ
有
之
候
得
共
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
社
の
官
幣
大
社
列
格
は
、
否
定
さ
れ
る
べ
き
性
格
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
白
野
も
ま
た
、
将
来
の
官
幣
大
社
昇
格
を
予
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
し
た
上
で
、
中
社
社
昇
格
願
い
を
提
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
経
緯
を
ふ
ま
え
て
提
出
さ
れ
た
大
社
昇
格
願
い
は
、
昇
格
の
必
要
性
を
以
下
の
よ
う
に
説
い
た
。
　
　
（
前
略
）
爾
来
本
道
ノ
開
拓
ハ
各
地
方
共
二
発
達
ヲ
競
ヒ
目
下
全
道
ノ
人
　
　
口
八
拾
万
二
近
ク
増
殖
致
シ
、
既
二
一
般
二
徴
兵
令
ヲ
モ
布
セ
ラ
ル
ル
マ
　
　
テ
進
歩
ヲ
来
シ
、
就
中
当
札
幌
郡
二
於
テ
ハ
其
郡
区
民
ヲ
併
セ
戸
数
殆
ン
　
　
ト
壱
万
五
千
人
口
約
七
万
七
千
二
達
シ
、
其
農
商
家
ヲ
問
ハ
ス
平
常
ノ
生
　
　
活
上
ヨ
リ
之
ヲ
察
ス
ル
モ
、
上
国
郡
邑
村
民
ノ
右
二
出
候
共
決
テ
相
劣
ル
　
　
マ
シ
キ
ノ
状
況
ト
云
ヒ
、
殊
二
本
道
拾
壱
国
ノ
地
積
ハ
之
ヲ
上
国
八
道
ノ
　
　
地
積
二
対
シ
其
三
分
ノ
一
ヲ
占
有
致
シ
ナ
カ
ラ
、
八
道
ノ
官
国
幣
社
ハ
一
　
　
百
六
拾
余
社
ノ
多
二
居
リ
中
二
大
社
三
拾
三
社
ヲ
斎
カ
セ
ラ
レ
候
二
比
較
16
　
　
候
ハ
ハ
、
他
年
本
道
ノ
開
拓
其
完
成
ノ
日
二
至
ラ
バ
、
上
国
ノ
地
積
二
対
　
　
ス
ル
権
衡
上
二
於
テ
モ
ニ
三
、
必
ス
ヤ
拾
社
ノ
官
国
幣
社
ア
ツ
テ
、
少
ク
　
　
モ
四
五
ノ
大
社
ヲ
斎
カ
セ
ラ
ル
ヘ
キ
ハ
、
我
国
体
ト
シ
テ
勿
論
ノ
事
ト
奉
　
　
存
候
。
果
シ
テ
然
ラ
バ
本
神
社
ハ
本
道
最
初
ノ
宗
社
皇
国
北
門
ノ
鎮
護
開
　
　
拓
ノ
守
護
神
ナ
リ
先
大
社
二
列
セ
ラ
ル
ヘ
キ
本
道
二
他
社
有
之
マ
シ
ク
況
　
　
ヤ
上
国
三
拾
二
大
社
中
其
保
存
金
年
額
ノ
如
キ
モ
、
本
神
社
二
超
過
ス
ル
　
　
ノ
年
額
ハ
出
雲
大
社
ノ
一
社
二
止
メ
、
熱
田
神
宮
ニ
シ
テ
僅
々
三
拾
余
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）
　
　
ヲ
増
ス
ノ
ミ
。
他
ノ
三
拾
一
大
社
二
輸
ス
ル
処
無
之
。
（
後
略
）
白
野
は
昇
格
の
根
拠
と
し
て
三
つ
の
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。
一
つ
目
は
「
各
地
方
共
二
発
達
ヲ
競
」
う
中
で
「
八
拾
万
二
近
ク
増
殖
」
し
た
北
海
道
の
人
口
で
あ
り
、
「
徴
兵
令
ヲ
モ
布
セ
ラ
ル
ル
マ
テ
進
歩
ヲ
来
シ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）
拓
の
進
行
か
ら
道
内
へ
の
施
行
を
み
た
徴
兵
令
は
そ
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
北
海
道
に
対
す
る
徴
兵
令
施
行
は
、
明
治
二
十
二
年
（
「
八
八
八
）
の
函
館
・
福
山
が
そ
の
最
初
で
あ
り
、
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
八
月
に
は
、
渡
島
・
後
志
・
胆
振
・
石
狩
の
四
ヶ
国
に
お
い
て
翌
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
か
ら
施
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
す
る
旨
が
勅
令
で
達
せ
ら
れ
た
。
千
島
を
含
む
全
道
へ
の
施
行
は
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
の
こ
と
で
、
こ
う
し
た
徴
兵
令
の
施
行
は
、
人
口
、
特
に
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）
籍
地
を
北
海
道
に
持
つ
人
間
の
増
加
を
示
唆
し
て
い
る
。
徴
兵
は
基
本
的
に
本
籍
地
か
ら
行
わ
れ
る
た
め
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
本
籍
人
口
が
重
要
な
要
素
と
な
る
。
先
の
表
2
を
見
る
と
、
北
海
道
の
本
籍
人
口
は
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
頃
か
ら
大
き
く
増
加
を
は
じ
め
て
お
り
、
元
来
、
北
海
道
を
本
籍
と
し
て
い
た
人
々
に
加
え
、
移
住
民
の
本
籍
編
入
や
出
産
等
が
、
そ
の
増
加
を
促
し
　
　
　
　
（
5
5
）
た
と
思
わ
れ
る
。
二
つ
目
の
項
目
は
、
日
本
の
全
面
積
に
お
い
て
北
海
道
が
占
め
る
面
積
と
、
北
海
道
に
お
け
る
官
幣
大
社
数
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
で
あ
り
、
最
後
に
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
「
上
国
三
拾
二
大
社
中
其
保
存
金
年
額
ノ
如
キ
モ
、
本
神
社
二
超
過
ス
ル
ノ
年
額
ハ
出
雲
大
社
ノ
一
社
二
止
メ
、
熱
田
神
宮
ニ
シ
テ
僅
々
三
拾
余
円
ヲ
増
ス
ノ
ミ
。
他
ノ
三
拾
一
大
社
二
輪
ス
ル
処
無
之
」
と
い
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）
神
社
保
存
金
年
額
受
給
額
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
年
に
定
め
ら
れ
た
保
存
金
制
度
に
お
け
る
、
札
幌
神
社
の
受
給
額
は
一
七
六
八
円
で
、
比
較
対
象
と
な
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）
出
雲
大
社
は
二
〇
八
三
円
、
熱
田
神
宮
は
一
七
九
六
円
と
な
っ
て
い
る
。
社
格
毎
の
保
存
金
支
給
額
の
平
均
は
、
官
幣
大
社
が
一
五
五
六
円
、
官
幣
・
国
幣
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）
社
は
一
〇
四
一
円
、
官
幣
・
国
幣
小
社
・
別
格
官
幣
社
が
七
九
七
円
で
あ
る
。
保
存
金
制
度
が
定
め
ら
れ
た
明
治
二
十
年
当
時
、
札
幌
神
社
は
官
幣
小
社
に
列
格
し
て
い
た
が
、
そ
の
受
給
額
は
す
で
に
官
幣
大
社
を
凌
い
で
お
り
、
こ
れ
を
上
回
っ
た
の
は
、
白
野
が
挙
げ
た
出
雲
大
社
と
熱
田
神
宮
の
二
社
の
み
と
な
っ
て
い
た
。
大
社
昇
格
に
向
け
て
示
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
根
拠
は
、
中
社
昇
格
願
い
同
様
、
名
目
的
な
要
素
で
は
な
く
実
質
的
な
要
素
に
よ
っ
て
い
る
。
開
拓
の
進
展
に
よ
る
人
口
増
加
・
行
政
措
置
の
一
般
化
や
、
保
存
金
年
額
な
ど
、
白
野
が
掲
げ
た
内
容
は
ほ
ぼ
、
明
治
三
十
年
当
時
に
お
け
る
実
態
に
依
拠
し
た
項
目
と
　
〔
5
9
）
い
え
る
。
し
か
し
｝
方
で
、
自
社
を
「
本
神
社
ハ
本
道
最
初
ノ
宗
社
皇
国
北
門
ノ
鎮
護
開
拓
ノ
守
護
神
」
と
す
る
な
ど
、
実
態
で
は
な
く
札
幌
神
社
の
名
目
的
な
面
を
昇
格
の
理
由
に
組
み
込
む
姿
勢
は
、
菊
池
の
昇
格
願
い
か
ら
一
貫
し
て
み
ら
れ
た
が
、
白
野
の
中
社
・
大
社
昇
格
願
い
は
、
こ
う
し
た
名
目
的
要
素
を
所
与
の
も
の
と
し
て
普
遍
化
し
き
っ
た
意
識
の
下
に
作
成
さ
れ
た
を
考
え
ら
れ
る
。
中
社
・
大
社
昇
格
は
、
自
社
を
「
全
道
ノ
移
民
二
貫
徹
」
す
べ
き
「
全
道
開
拓
ノ
守
護
神
」
と
し
て
の
「
厚
キ
御
趣
意
」
を
有
す
る
存
在
と
み
な
す
普
遍
的
な
自
覚
の
上
に
、
そ
の
後
の
時
間
的
経
過
の
中
で
発
生
し
た
実
態
を
上
乗
せ
し
て
、
そ
れ
に
応
じ
た
新
た
な
内
容
を
付
加
し
よ
う
と
し
た
行
為
、
と
位
置
づ
札幌神社の形成過程17
け
ら
れ
よ
う
。
札
幌
神
社
が
名
目
的
な
面
に
全
く
依
拠
し
て
い
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
同
社
の
中
社
・
大
社
昇
格
は
、
「
全
道
ノ
移
民
二
貫
徹
」
す
べ
き
「
全
道
開
拓
ノ
守
護
神
」
と
し
て
の
「
厚
キ
御
趣
意
」
を
有
す
る
と
の
論
理
か
ら
実
現
す
る
も
の
で
は
な
く
、
昇
格
に
要
す
る
実
態
を
伴
う
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
く
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
社
昇
格
願
い
提
出
か
ら
二
年
後
の
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
七
月
七
日
に
官
幣
大
社
昇
格
が
達
せ
ら
れ
、
九
月
一
日
に
は
昇
格
奉
告
祭
の
執
行
が
あ
っ
た
。
官
幣
大
社
札
幌
神
社
の
誕
生
　
（
6
0
）
で
あ
る
。
お
わ
り
に
　
札
幌
神
社
の
創
立
は
、
天
皇
に
よ
る
統
治
が
な
さ
れ
る
た
め
に
不
可
欠
な
、
日
本
神
話
へ
の
北
海
道
編
入
や
、
明
治
二
年
八
月
十
五
日
に
お
け
る
「
北
海
道
」
改
称
と
十
一
ヶ
国
分
割
化
に
伴
う
一
ノ
宮
制
導
入
等
の
諸
要
素
が
交
じ
り
合
う
中
で
生
じ
た
と
い
え
る
。
札
幌
神
社
を
含
め
、
開
拓
地
で
あ
る
「
北
海
道
」
に
創
ら
れ
た
神
社
は
み
な
、
「
内
地
」
の
神
社
と
異
な
り
、
本
来
な
ら
ば
神
社
が
有
す
る
は
ず
の
「
内
在
的
名
目
」
た
る
「
由
緒
」
を
持
た
な
か
っ
た
。
札
幌
神
社
の
有
し
た
名
目
（
「
由
緒
」
）
は
全
て
、
明
治
二
年
の
「
北
海
道
鎮
座
神
祭
」
以
降
に
明
治
政
府
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
官
幣
中
社
昇
格
な
ど
に
み
ら
れ
る
新
た
な
名
目
の
付
与
は
、
そ
れ
以
前
に
与
え
ら
れ
た
名
目
と
実
態
と
の
間
に
発
生
し
た
差
異
を
動
機
と
し
て
行
わ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。
北
海
道
は
、
新
開
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
名
目
よ
り
も
実
態
が
重
ん
じ
ら
れ
る
性
　
　
　
　
　
（
6
1
）
質
を
有
し
て
い
た
。
同
地
と
「
内
地
」
と
の
性
格
的
差
異
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
　
明
治
政
府
が
植
民
地
と
し
た
台
湾
や
樺
太
に
は
、
政
府
に
よ
る
官
立
神
社
の
創
立
が
み
ら
れ
た
。
台
湾
神
社
の
創
立
は
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
、
樺
太
神
社
創
立
は
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
で
、
と
も
に
官
幣
大
社
と
し
て
の
創
立
で
あ
る
。
台
湾
神
社
は
、
オ
オ
ク
ニ
タ
マ
ノ
カ
ミ
・
ス
ク
ナ
ピ
コ
ナ
ノ
カ
ミ
・
オ
オ
ナ
ム
チ
ノ
カ
ミ
・
能
久
親
王
を
祭
神
と
し
、
一
方
の
樺
太
神
社
は
、
能
久
親
王
を
除
く
三
柱
を
祭
神
と
し
た
。
台
湾
・
樺
太
両
神
社
に
お
い
て
共
通
に
み
ら
れ
る
三
柱
は
、
札
幌
神
社
の
祭
神
に
あ
た
る
。
台
湾
・
樺
太
の
両
神
社
が
各
地
に
お
け
る
唯
一
の
官
幣
大
社
で
、
台
湾
・
樺
太
の
コ
ノ
宮
」
的
存
在
で
あ
る
こ
と
、
官
立
神
社
で
あ
り
、
ま
た
札
幌
神
社
と
祭
神
が
同
一
、
と
い
う
点
か
ら
、
海
外
神
社
を
扱
う
先
行
研
究
は
、
札
幌
神
社
の
存
在
を
想
起
し
、
こ
れ
ら
の
「
先
例
」
と
し
て
同
社
を
位
置
づ
け
た
。
　
札
幌
神
社
が
、
台
湾
神
社
等
の
「
海
外
」
神
社
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
は
じ
め
か
ら
官
幣
大
社
と
し
て
創
出
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
北
海
道
の
発
展
と
と
も
に
、
自
身
の
社
格
を
徐
々
に
上
げ
て
い
っ
た
点
に
あ
る
。
官
幣
大
社
と
し
て
創
出
さ
れ
た
台
湾
神
社
等
と
、
先
述
の
よ
う
な
要
素
を
有
す
る
札
幌
神
社
で
は
、
官
幣
大
社
化
の
過
程
が
異
な
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
北
海
道
と
台
湾
以
降
の
植
民
地
と
の
性
格
的
相
違
も
ま
た
示
し
て
い
る
。
「
海
外
」
神
社
の
視
点
を
北
海
道
へ
逆
流
的
に
流
用
し
、
即
座
に
札
幌
神
社
を
「
海
外
」
神
社
の
先
例
と
す
る
こ
と
は
、
北
海
道
と
い
う
土
地
そ
の
も
の
の
、
理
解
を
誤
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
北
海
道
や
台
湾
な
ど
の
各
土
地
に
対
す
る
「
性
格
」
的
考
察
は
、
札
幌
神
社
－
海
外
神
社
間
に
お
け
る
類
似
・
相
違
点
を
見
極
め
た
上
で
各
社
を
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
初
め
て
可
能
に
な
る
と
考
え
る
。
　
註
（
↓
　
神
田
健
策
「
近
年
の
北
海
道
史
研
究
動
向
（
近
・
現
代
）
」
四
〇
一
頁
（
『
蝦
夷
地
・
北
海
道
1
歴
史
と
生
活
』
　
地
方
史
研
究
評
議
会
編
　
雄
山
閣
　
一
九
八
一
年
18
所
収
）
（
2
）
　
こ
の
よ
う
な
開
拓
史
観
に
よ
る
考
察
の
事
例
と
し
て
、
「
明
治
政
府
が
、
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
開
拓
使
を
設
置
し
、
こ
れ
に
何
を
期
待
し
た
か
」
、
ま
た
「
開
拓
使
及
そ
の
時
期
に
お
け
る
北
海
道
の
性
格
・
意
義
」
等
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
挙
げ
ら
れ
る
。
（
君
サ
彦
「
開
拓
使
設
置
の
諸
問
題
－
岩
倉
具
視
を
め
ぐ
る
新
制
度
構
想
1
」
｝
～
三
五
頁
（
『
北
海
道
の
研
究
』
第
5
巻
　
近
・
現
代
篇
－
　
清
文
堂
　
一
九
八
三
年
　
所
収
）
・
「
開
拓
使
の
設
置
に
つ
い
て
」
八
十
二
～
九
七
頁
（
幕
末
維
新
研
究
論
集
9
『
蝦
夷
地
と
琉
球
』
　
桑
原
真
人
・
我
部
政
男
編
　
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
〇
一
年
　
所
収
）
）
（
3
）
　
榎
本
守
恵
『
北
海
道
開
拓
精
神
の
形
成
』
　
雄
山
閣
　
｝
九
七
六
年
　
二
三
八
頁
　
～
二
三
九
頁
（
4
）
永
井
英
夫
「
北
か
ら
の
視
点
」
　
九
頁
（
『
北
方
史
の
新
視
座
』
1
対
外
政
策
と
文
　
化
－
　
地
方
史
研
究
評
議
会
編
　
一
九
九
四
年
　
所
収
）
（
5
）
　
同
右
　
八
～
九
頁
（
6
）
　
海
保
嶺
夫
氏
は
ア
イ
ヌ
を
開
拓
に
お
け
る
最
大
の
犠
牲
者
と
見
る
視
点
か
ら
、
ま
　
た
海
保
洋
子
氏
は
、
ア
イ
ヌ
と
い
う
「
異
民
族
統
合
の
事
実
を
踏
ま
え
て
日
本
の
近
代
　
国
家
が
成
立
し
た
と
理
解
す
る
の
と
、
当
初
か
ら
民
族
問
題
が
ま
っ
た
く
存
在
せ
ず
に
、
　
そ
れ
が
成
立
し
た
と
理
解
す
る
の
で
は
、
初
期
明
治
国
家
の
国
会
的
性
格
、
天
皇
制
の
　
位
置
づ
け
な
ど
に
大
き
な
変
化
が
出
て
く
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
の
視
点
か
ら
、
ア
イ
　
ヌ
問
題
の
重
要
性
に
言
及
し
て
い
る
。
（
「
近
年
の
北
海
道
史
研
究
動
向
（
近
・
現
代
）
」
　
四
〇
二
頁
、
海
保
洋
子
「
「
異
域
」
の
内
国
化
と
統
合
」
1
蝦
夷
地
か
ら
北
海
道
へ
ー
　
＝
＝
頁
　
（
幕
末
維
新
研
究
論
集
9
『
蝦
夷
地
と
琉
球
』
所
収
）
）
（
7
）
　
桑
原
真
人
『
近
代
北
海
道
史
研
究
序
説
』
　
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
　
一
九
八
　
二
年
　
＝
～
一
二
頁
　
　
桑
原
氏
は
、
開
拓
に
向
け
た
囚
人
・
朝
鮮
人
に
よ
る
労
働
の
実
態
や
「
「
内
地
」
民
　
衆
の
北
海
道
移
民
と
し
て
の
創
出
1
1
送
出
」
と
い
っ
た
「
「
負
の
視
点
」
か
ら
近
代
北
　
海
道
の
「
開
拓
時
代
」
を
再
構
成
し
、
本
質
を
挟
り
出
す
」
こ
と
を
自
身
の
目
的
に
掲
　
げ
て
い
る
。
（
同
右
　
一
二
頁
）
（
8
）
　
桑
原
真
人
「
北
海
道
移
民
研
究
の
動
向
と
課
題
」
　
一
六
五
～
一
六
六
頁
（
『
蝦
夷
地
・
北
海
道
－
歴
史
と
生
活
』
所
収
）
（
9
）
　
中
島
三
千
男
氏
は
、
「
「
海
外
神
社
」
研
究
序
説
」
（
「
歴
史
評
論
」
㎝
　
歴
史
科
学
協
議
会
　
校
倉
書
房
　
二
〇
〇
〇
年
六
月
　
四
五
～
六
三
頁
）
の
中
で
、
台
湾
神
社
祭
　
神
で
あ
る
オ
オ
ク
ニ
タ
マ
ノ
ミ
コ
ト
・
オ
オ
ナ
ム
チ
ノ
ミ
コ
ト
．
ス
ク
ナ
ピ
コ
ナ
ノ
ミ
　
コ
ト
の
三
柱
を
「
開
拓
三
神
」
（
三
柱
は
、
札
幌
神
社
の
祭
神
）
と
し
て
括
り
、
同
社
　
に
お
け
る
三
柱
合
祀
を
、
札
幌
神
社
祭
神
と
い
う
点
か
ら
意
義
づ
け
て
い
る
。
（
五
〇
頁
）（
1
0
）
　
註
（
9
）
の
中
島
論
文
は
、
「
海
外
神
社
の
全
体
的
概
観
」
作
業
の
中
で
提
示
し
　
た
表
に
お
い
て
、
台
湾
・
樺
太
・
関
東
州
・
朝
鮮
・
南
洋
諸
島
・
満
州
・
中
華
民
国
と
　
い
っ
た
地
域
を
挙
げ
て
お
り
、
北
海
道
は
地
域
外
と
な
っ
て
い
る
。
（
同
右
　
四
八
～
　
四
九
頁
）
　
　
ま
た
新
田
光
子
氏
は
、
「
海
外
神
社
研
究
の
た
め
の
｝
考
察
」
（
「
ソ
シ
オ
ロ
ジ
」
社
会
科
学
研
究
会
　
2
9
（
2
）
　
一
九
八
四
年
九
月
　
一
〇
五
～
一
二
八
頁
）
で
、
海
外
神
社
の
「
設
立
地
」
を
三
つ
に
分
け
て
い
る
。
氏
が
提
示
し
た
の
は
、
「
法
令
上
「
外
地
」
と
呼
ば
れ
た
地
」
、
「
占
領
地
に
設
立
さ
れ
た
神
社
」
、
「
他
国
領
土
内
の
神
社
」
で
　
あ
り
、
地
域
的
に
は
「
朝
鮮
、
台
湾
、
樺
太
、
関
東
州
、
南
洋
諸
島
」
、
「
第
二
次
世
界
　
大
戦
中
に
作
ら
れ
た
中
国
の
神
社
」
、
「
ハ
ワ
イ
、
北
米
、
南
米
、
「
満
州
国
」
」
が
そ
れ
　
ぞ
れ
充
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
札
幌
神
社
に
つ
い
て
の
言
及
は
み
ら
れ
な
い
。
（
1
1
）
『
北
海
道
神
宮
史
』
上
巻
北
海
道
神
宮
　
一
九
九
一
年
二
五
頁
　
　
本
論
文
に
お
け
る
札
幌
神
社
の
概
説
的
な
流
れ
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
全
て
『
北
海
　
道
神
宮
史
」
上
巻
に
よ
っ
た
。
従
っ
て
概
説
的
な
内
容
に
お
い
て
は
以
後
、
註
を
与
え
　
な
い
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。
（
1
2
）
　
開
拓
使
は
、
明
治
二
年
七
月
八
日
、
北
海
道
全
域
を
担
う
行
政
機
関
と
し
て
民
部
　
省
内
へ
設
置
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
翌
月
に
は
、
太
政
官
の
直
属
機
関
と
な
り
、
　
道
内
に
お
け
る
開
拓
を
総
判
す
る
役
割
を
担
っ
た
。
開
拓
長
官
の
任
命
は
八
月
二
十
五
　
日
に
な
さ
れ
、
初
代
長
官
に
東
久
世
道
禧
が
就
任
す
る
。
九
月
三
十
日
に
は
、
北
海
道
　
に
お
け
る
最
初
の
出
張
所
が
函
館
に
設
置
さ
れ
、
こ
れ
以
後
、
札
幌
本
庁
を
は
じ
あ
と
札幌神社の形成過程19
し
た
庁
舎
の
設
置
が
行
わ
れ
て
い
く
。
（
『
新
北
海
道
史
』
第
三
巻
通
説
二
　
北
海
道
　
一
九
七
一
年
　
八
六
・
九
七
頁
）
（
1
3
）
　
『
法
規
分
類
大
全
』
第
一
編
　
社
寺
門
　
神
社
一
　
内
閣
記
録
局
編
輯
　
一
八
九
　
一
年
一
〇
八
～
＝
○
頁
（
1
4
）
　
同
社
の
所
在
地
は
現
在
ま
で
、
こ
の
時
点
か
ら
変
化
し
て
い
な
い
。
札
幌
神
社
は
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
「
北
海
道
神
宮
」
と
改
称
し
て
い
る
。
（
1
5
）
　
『
日
本
書
紀
』
神
代
上
　
第
四
段
　
（
新
訂
補
訂
『
国
史
大
系
』
第
一
巻
上
　
一
九
六
六
年
　
所
収
）
五
～
六
頁
（
1
6
）
　
『
明
治
天
皇
紀
』
第
一
　
宮
内
庁
　
吉
川
弘
文
館
　
↓
九
六
八
年
　
八
一
一
頁
（
1
7
）
　
『
新
撰
北
海
道
史
』
第
二
巻
通
説
一
　
一
頁
（
1
8
）
　
『
北
海
道
鎮
座
神
祭
』
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
（
1
9
）
　
「
後
方
羊
蹄
」
は
、
後
志
（
し
り
べ
し
）
国
虻
田
郡
に
あ
る
「
後
方
羊
蹄
山
」
の
　
こ
と
を
示
す
も
の
と
も
思
わ
れ
る
が
、
林
子
平
は
『
三
国
通
覧
図
説
』
に
お
い
て
、
「
後
方
羊
蹄
」
に
「
シ
リ
ベ
シ
」
と
い
う
読
み
を
与
え
て
い
る
。
ど
ち
ら
に
せ
よ
、
北
海
道
開
拓
の
拠
点
と
な
っ
た
札
幌
地
域
で
は
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
と
と
も
に
、
函
館
以
北
に
お
け
る
行
政
府
進
出
に
目
を
向
け
た
時
の
領
域
感
覚
を
窺
う
こ
と
が
で
き
興
味
深
い
。
（
工
藤
平
助
・
林
子
平
・
本
多
利
明
「
赤
蝦
夷
風
説
考
・
三
国
通
覧
図
説
・
赤
夷
動
静
」
（
『
北
方
未
公
開
文
書
集
成
』
第
三
巻
　
業
文
社
　
一
九
七
八
年
　
所
収
）
七
八
頁
）
（
2
0
）
　
『
北
海
道
鎮
座
神
祭
』
（
2
1
）
　
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
、
北
海
道
開
拓
七
十
周
年
を
記
念
し
て
、
札
幌
神
社
境
内
へ
の
開
拓
神
社
設
置
が
行
わ
れ
、
故
人
の
う
ち
、
開
拓
功
労
者
と
み
な
さ
れ
た
三
十
六
柱
が
、
同
社
の
祭
神
と
し
て
奉
祭
さ
れ
て
い
る
。
祭
神
の
う
ち
、
最
も
年
代
の
古
　
い
人
物
は
武
田
信
広
で
、
こ
こ
に
も
阿
部
比
羅
夫
の
名
は
み
ら
れ
な
い
。
（
『
北
海
道
神
宮
史
』
上
巻
　
四
〇
三
・
四
〇
八
頁
）
（
2
2
）
　
一
ノ
宮
に
つ
い
て
の
概
略
は
、
『
国
史
大
辞
典
』
（
吉
川
弘
文
館
）
・
『
神
道
辞
典
』
　
（
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
　
弘
文
堂
　
一
九
九
四
年
）
の
記
述
に
よ
っ
た
。
（
2
3
）
　
『
法
規
分
類
大
全
』
第
一
編
　
社
寺
門
　
神
社
一
　
七
八
～
七
九
頁
（
2
4
）
　
同
右
　
八
二
頁
（
2
5
）
　
同
右
（
2
6
）
　
同
右
　
八
六
頁
（
2
7
）
　
同
右
　
八
七
頁
（
2
8
）
　
表
1
参
照
　
　
表
に
は
、
江
戸
期
ま
で
の
諸
国
一
ノ
宮
も
示
し
た
が
、
国
に
よ
っ
て
は
一
ノ
宮
が
二
　
社
以
上
の
所
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
一
ノ
宮
と
し
て
の
確
定
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
国
　
や
、
本
文
に
示
し
た
よ
う
に
、
一
ノ
宮
の
交
代
が
み
ら
れ
た
国
が
あ
る
た
め
で
、
今
回
　
の
表
で
は
こ
れ
ら
の
神
社
も
記
載
し
た
。
（
2
9
）
　
『
法
規
分
類
大
全
』
第
一
編
　
社
寺
門
　
神
社
一
　
一
〇
七
～
一
一
〇
頁
（
3
0
）
　
表
－
参
照
（
3
1
）
　
『
明
治
天
皇
紀
』
第
一
　
九
二
〇
頁
（
3
2
）
　
「
法
令
全
書
』
第
二
巻
　
内
閣
官
報
局
編
　
｝
八
八
七
年
　
（
復
刻
版
一
原
書
房
　
一
九
七
四
年
）
二
九
八
～
三
〇
〇
頁
　
こ
の
時
設
定
さ
れ
た
の
は
、
渡
島
（
お
し
ま
）
・
後
志
・
胆
振
（
い
ぶ
り
）
・
石
狩
・
日
高
・
天
塩
（
て
し
お
）
・
北
見
・
十
勝
・
釧
路
・
根
室
・
千
島
の
十
一
ヶ
国
で
あ
る
。
（
3
3
）
　
同
社
の
最
終
的
な
鎮
座
地
が
円
山
と
決
定
し
た
の
は
、
明
治
四
年
四
月
末
頃
で
あ
　
る
。
（
『
北
海
道
神
宮
史
』
上
巻
　
三
八
～
三
九
頁
）
（
3
4
）
　
「
神
社
改
正
調
書
抄
」
（
『
神
道
大
系
』
神
社
編
　
五
十
一
　
北
海
道
　
精
興
社
　
一
九
八
三
年
所
収
　
四
八
三
頁
）
（
3
5
）
　
菊
池
重
賢
文
書
所
収
「
諸
請
願
綴
」
　
北
海
道
大
学
所
蔵
願
い
出
は
、
右
大
臣
岩
倉
具
視
に
取
り
次
が
れ
た
が
、
大
社
昇
格
で
は
な
く
、
大
社
神
官
並
の
月
給
と
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
、
十
二
月
三
日
に
札
幌
神
社
神
官
の
月
給
一
割
増
が
決
定
し
た
。
（
同
右
）
（
3
6
）
　
大
社
昇
格
に
、
経
済
的
困
窮
を
理
由
付
け
た
の
は
菊
池
の
み
で
あ
り
、
以
後
の
宮
司
は
、
こ
う
し
た
内
容
に
言
及
す
る
こ
と
な
く
大
社
昇
格
を
願
い
出
て
い
る
。
（
3
7
）
　
『
北
海
道
神
宮
史
』
上
巻
　
六
八
頁
（
3
8
）
　
同
右
　
七
二
頁
20
（
3
9
）
　
同
右
　
七
三
～
七
四
頁
（
4
0
）
　
こ
の
願
い
出
に
対
す
る
開
拓
使
の
返
答
に
つ
い
て
は
、
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。
（
4
1
）
　
『
北
海
道
神
宮
史
』
上
巻
　
七
四
頁
（
4
2
）
　
『
新
札
幌
市
史
』
第
七
巻
史
料
編
二
九
〇
三
頁
　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　A　　　A
50　49　48　47　46　45　44　43
）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）
札
幌
市
教
育
委
員
会
編
　
一
九
八
六
年
社
寺
局
の
意
向
の
ど
ち
ら
な
の
か
、
　
は
で
き
な
い
。
　
の
白
野
自
身
が
社
寺
局
に
出
頭
し
て
い
る
点
か
ら
み
て
、
思
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
5
1
）
　
同
右
　
九
〇
七
～
九
〇
八
頁
（
5
2
）
　
徴
兵
令
は
、
明
治
六
年
一
月
十
日
に
太
政
官
布
告
を
も
っ
て
制
定
さ
れ
、
北
海
道
・
沖
縄
・
以
外
の
地
域
に
お
い
て
施
行
さ
れ
た
。
（
松
下
芳
男
『
明
治
軍
制
史
論
』
上
巻
　
有
斐
閣
　
一
九
五
六
年
　
二
四
三
・
二
七
四
頁
）
（
5
3
）
　
『
新
北
海
道
史
』
第
四
巻
通
説
三
　
北
海
道
　
一
九
七
三
年
　
一
五
二
～
一
五
三
頁
　
　
北
海
道
は
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
第
二
師
管
の
う
ち
の
第
四
旅
管
、
青
森
大
隊
区
に
属
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
が
、
明
治
二
十
九
年
十
二
月
、
札
幌
へ
第
七
師
団
　
が
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
歩
兵
を
除
い
て
は
、
北
海
道
以
外
の
他
府
県
か
ら
徴
募
す
る
　
な
ど
、
北
海
道
単
独
の
師
団
構
成
で
は
な
か
っ
た
。
（
『
新
撰
北
海
道
史
』
第
四
巻
通
説
同
右
　
九
〇
四
頁
同
右
表
2
参
照
表
3
参
照
『
北
海
道
神
宮
史
』
上
巻
　
七
六
頁
同
右
　
七
八
頁
『
新
札
幌
市
史
』
第
七
巻
史
料
編
二
　
九
〇
七
頁
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
生
み
出
し
た
発
言
が
、
阿
部
個
人
の
発
言
、
ま
た
は
内
務
省
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
こ
と
を
阿
部
の
文
言
か
ら
確
定
す
る
こ
と
　
　
　
　
し
か
し
、
白
野
の
願
書
は
内
務
省
社
寺
局
へ
到
達
し
、
そ
の
上
、
宮
司
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
記
の
発
言
は
社
寺
局
の
意
三
　
北
海
道
庁
　
一
九
三
七
年
　
（
復
刻
版
　
清
文
堂
　
一
九
九
〇
年
）
　
一
〇
二
二
～
　
一
〇
二
三
頁
）
（
5
4
）
　
同
右
　
一
五
三
頁
（
5
5
）
表
2
参
照
（
5
6
）
　
神
社
保
存
金
制
度
は
、
明
治
二
十
年
三
月
十
七
日
に
導
入
さ
れ
た
。
官
国
幣
社
に
対
し
て
実
施
さ
れ
て
い
た
国
庫
支
弁
廃
止
に
向
け
、
一
定
の
年
限
を
設
け
て
補
助
金
を
下
付
、
一
部
を
貯
蓄
さ
せ
て
将
来
の
独
立
資
金
に
用
い
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
　
（
山
口
輝
臣
『
明
治
国
家
と
宗
教
』
　
東
京
大
学
出
版
会
　
一
九
九
九
年
　
一
二
五
・
一
　
四
一
頁
）
（
5
7
）
　
『
法
令
全
書
』
明
治
二
十
年
　
第
三
号
　
内
閣
官
報
局
編
　
一
八
八
七
年
　
六
九
　
～
七
二
頁
（
5
8
）
　
『
明
治
国
家
と
宗
教
』
　
＝
二
五
頁
（
5
9
）
　
こ
こ
で
、
昇
格
根
拠
と
し
て
示
さ
れ
た
他
の
項
目
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
お
き
た
　
い
。
本
籍
人
口
で
は
な
い
が
、
「
当
札
幌
郡
二
於
テ
ハ
其
郡
区
民
ヲ
併
セ
戸
数
殆
ト
壱
　
万
五
千
人
口
約
七
万
七
千
二
達
シ
」
と
、
増
加
す
る
北
海
道
人
口
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
　
れ
た
、
札
幌
郡
・
区
の
明
治
二
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
時
の
現
住
戸
数
は
一
万
三
千
　
七
百
二
十
七
戸
、
現
住
人
口
は
七
万
三
千
八
百
九
十
五
人
で
あ
り
、
ま
た
明
治
三
十
年
　
の
同
日
調
べ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
万
四
千
九
百
四
十
＝
戸
、
七
万
九
千
三
百
九
十
三
人
　
と
な
っ
て
い
る
。
（
『
国
勢
調
査
以
前
　
日
本
人
口
統
計
集
成
』
4
（
明
治
2
6
年
i
3
0
　
年
）
内
務
省
編
纂
　
（
復
刻
版
一
原
書
房
　
一
九
九
二
年
）
）
大
社
昇
格
願
い
は
、
九
月
　
二
十
九
日
付
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
年
度
の
中
間
程
度
が
当
時
の
数
値
で
あ
っ
た
と
考
　
え
ら
れ
、
願
い
出
に
示
さ
れ
た
数
値
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
。
　
　
「
八
道
ノ
官
国
幣
社
ハ
一
百
六
拾
余
社
ノ
多
二
居
リ
中
二
大
社
三
拾
三
社
ヲ
斎
カ
セ
　
ラ
レ
候
」
と
あ
る
神
社
数
は
当
時
の
実
数
と
異
な
っ
て
お
り
、
願
い
出
が
提
出
さ
れ
た
　
明
治
三
十
年
当
時
の
官
国
幣
社
数
は
＝
二
七
社
、
官
幣
大
社
数
は
四
〇
社
で
あ
っ
た
。
　
し
か
し
、
白
野
が
神
社
数
に
つ
い
て
言
及
す
る
に
あ
た
り
、
何
ら
か
の
資
料
を
参
照
し
　
た
可
能
性
も
あ
る
。
明
治
二
十
一
年
に
出
版
さ
れ
た
『
法
令
全
書
』
第
四
巻
（
内
閣
官
　
報
局
編
　
一
八
八
八
年
　
（
復
刻
版
　
原
書
房
　
一
九
七
四
年
）
）
は
、
明
治
四
年
度
の
札幌神社の形成過程21
内
容
を
収
録
し
、
神
社
改
正
に
関
す
る
一
連
の
記
載
の
ほ
か
、
明
治
四
年
時
の
社
格
付
与
以
降
、
同
書
出
版
ま
で
の
期
間
に
官
国
幣
社
と
な
っ
た
神
社
の
一
覧
が
示
さ
れ
て
い
る
。
白
野
の
願
い
出
に
み
ら
れ
る
数
値
は
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
神
社
の
数
と
一
致
し
て
お
り
、
『
法
令
全
書
』
そ
の
も
の
を
参
照
し
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
も
の
の
、
昇
格
願
　
い
作
成
に
あ
た
り
、
白
野
が
何
ら
か
の
資
料
を
用
い
た
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
（
『
法
令
全
書
』
第
四
巻
　
一
八
六
～
二
〇
〇
頁
）
　
　
一
方
で
、
日
本
の
全
面
積
に
対
す
る
北
海
道
の
占
有
率
や
「
上
国
八
道
」
に
お
け
る
宮
幣
大
社
設
置
率
等
か
ら
、
北
海
道
に
お
け
る
官
幣
大
社
設
置
の
必
要
性
を
説
く
な
ど
、
白
野
の
昇
格
願
に
は
、
完
全
に
当
時
の
「
実
態
」
を
根
拠
に
し
た
と
は
い
え
な
い
点
も
　
み
ら
れ
る
。
（
6
0
）
　
『
北
海
道
神
宮
史
』
上
巻
　
八
三
～
八
四
頁
　
　
高
木
博
志
氏
は
「
官
幣
大
社
札
幌
神
社
と
「
領
土
開
拓
の
神
学
」
」
の
中
で
、
札
幌
神
社
の
大
社
昇
格
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
「
一
九
〇
〇
年
九
月
一
八
日
（
内
務
省
告
示
第
八
一
号
）
に
台
湾
神
社
を
官
幣
大
社
と
し
て
創
建
す
る
た
め
に
は
、
内
国
植
民
地
に
お
け
る
本
家
の
札
幌
神
社
が
官
幣
大
社
た
る
こ
と
が
不
可
欠
　
で
あ
っ
た
の
だ
。
」
（
『
祭
祀
と
国
家
の
歴
史
学
』
所
収
　
岡
田
精
二
編
　
塙
書
房
　
二
〇
〇
一
年
　
三
三
一
～
三
三
二
頁
）
も
し
、
高
木
氏
の
よ
う
に
台
湾
神
社
と
の
関
係
で
大
社
昇
格
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
中
社
昇
格
時
の
内
務
省
側
の
言
動
か
ら
大
社
昇
格
が
ほ
ぼ
見
込
ま
れ
て
い
た
札
幌
神
社
が
、
台
湾
神
社
創
立
を
き
っ
か
け
と
し
て
自
明
で
あ
っ
た
大
社
昇
格
に
向
け
た
動
き
を
み
せ
た
も
の
、
と
解
す
る
の
が
良
い
　
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
台
湾
神
社
創
立
と
の
兼
合
い
か
ら
昇
格
が
実
現
し
た
と
す
る
論
　
は
裏
づ
け
が
弱
く
、
明
確
な
も
の
と
は
言
い
難
い
点
が
あ
る
上
、
当
時
の
北
海
道
に
白
　
野
の
指
摘
す
る
よ
う
な
実
態
が
み
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
台
湾
神
社
と
の
関
係
に
お
い
て
語
ら
れ
る
札
幌
神
社
の
大
社
昇
格
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
　
見
解
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の
は
難
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
6
1
）
　
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
設
立
さ
れ
た
北
海
道
神
職
会
は
、
大
正
九
年
　
（
一
九
二
〇
）
に
道
庁
か
ら
、
無
認
可
神
社
で
あ
る
無
願
神
社
の
取
締
り
に
つ
い
て
諮
問
を
受
け
、
札
幌
神
社
宮
司
を
含
む
七
名
の
神
社
調
査
員
が
個
々
の
回
答
を
示
し
た
。
神
社
調
査
員
の
一
人
で
、
函
館
八
幡
宮
宮
司
の
村
田
正
夫
は
、
「
本
道
ノ
如
キ
ハ
（
中
略
）
寧
ロ
原
始
的
過
渡
的
時
代
ナ
レ
バ
、
由
緒
ノ
完
壁
素
ヨ
リ
無
カ
ル
ベ
シ
、
然
リ
ト
テ
昇
格
ノ
資
格
無
ト
ハ
断
ズ
ベ
カ
ラ
ズ
、
故
二
基
金
設
備
由
緒
ト
ノ
順
序
ト
シ
、
相
当
二
充
実
シ
タ
ル
社
ハ
、
抽
象
的
二
地
理
二
関
セ
ズ
昇
格
セ
シ
メ
テ
可
ナ
ラ
ム
カ
、
由
緒
ハ
寧
ロ
動
機
ト
モ
ス
ベ
キ
ナ
リ
」
と
の
回
答
を
行
っ
て
い
る
。
（
「
北
海
道
神
職
会
会
報
」
第
十
号
　
北
海
道
神
職
会
　
一
九
一
＝
年
　
七
頁
）
